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本
年
は
大
東
亜
戦
争
終
結
か
ら
八
十
年

と
い
う
節
目
の
年
で
す
。
戦
後
生
ま
れ
の

国
民
が
九
割
を
占
め
、
戦
歿
者
ご
遺
族
も

英
霊
の
孫
・
曾
孫
の
代
と
な
ら
れ
戦
争
の

体
験
と
記
憶
の
風
化
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、
当
社
に
は
岡
山
県
出
身
又
は

縁
故
あ
る
英
霊
五
六
、
七
二
八
柱
を
お
祀

り
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
知
っ
て
い
ま
す
か
、
命
を
か
け
て
私

た
ち
を
守
っ
て
く
れ
た
人
た
ち
の
こ
と
」。

こ
れ
は
全
國
護
國
神
社
會
で
作
製
し
た
ポ

ス
タ
ー
に
記
載
さ
れ
て
い
る
言
葉
で
す
。

神
社
本
庁
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
皆
様
に

英
霊
の
声
が
届
く
よ
う
に
と
日
本
中
に
掲

示
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
は
経
済
大
国
と
な
り
、
世

界
に
類
の
な
い
長
い
平
和
と
繁
栄
を
享
受

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
偏
に
、
国
命
に
従

い
国
の
将
来
や
故
郷
を
思
い
愛
す
る
人
や

家
族
の
平
安
を
祈
り
な
が
ら
尊
い
身
命
を

国
家
に
捧
げ
ら
れ
た
戦
歿
者
の
犠
牲
の
上

に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
も
し
戦
死
し
た
時
に

は
、
国
家
と
し
て
そ
の
神
霊
を
靖
國
神
社

に
お
祀
り
し
、
英
霊
と
し
て
永
遠
に
顕
彰

す
る
と
い
う
約
束
の
も
と
戦
地
に
赴
か
れ

ま
し
た
。

　
「
靖
國
で
逢
お
う
」
と
散
華
さ
れ
た
英

霊
に
対
し
、
国
家
で
靖
國
神
社
を
公
的
に

尊
ぶ
こ
と
は
自
明
の
道
理
で
す
。
国
家
が

英
霊
を
な
い
が
し
ろ
に
扱

え
ば
誰
が
国
の
有
事
に
尽

く
す
気
に
な
る
で
し
ょ
う

か
。
総
理
の
靖
國
神
社
参

拝
は
国
民
に
道
義
を
教
示

す
る
大
事
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
。
英
霊
の
御

心
、
ま
た
平
和
の
尊
さ
を

次
世
代
へ
伝
え
て
い
く
確

か
な
術
と
な
る
筈
で
す
。

そ
の
こ
と
が
天
皇
陛
下
の
御
親
拝
を
仰
ぐ

日
に
繋
が
る
も
の
と
信
じ
ま
す
。

　

戦
争
の
記
憶
を
継
承
し
英
霊
の
奉
慰
顕

彰
は
国
民
の
大
切
な
責
務
で
す
。
当
社
の

境
内
に
は
「
岡
山
平
和
祈
念
館
」
が
あ
り
、

英
霊
の
遺
影
や
遺
徳
を
偲
ぶ
遺
品
・
パ
ネ

ル
等
を
展
示
し
悲
惨
な
戦
争
の
実
態
、
平

和
の
尊
さ
を
次
世
代
に
語
り
継
ぐ
平
和
学

習
の
場
と
し
て
整
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
母
に
幼
児
が
抱
か
れ
二
人
の
子
供

が
母
に
寄
り
添
っ
て
い
る
「
母
の
像
」（
表

紙
写
真
）
は
、
靖
國
神
社
の
境
内
に
建
立

さ
れ
て
い
る
「
母
の
像
」
と
同
型
の
像
で
、

高
梁
市
出
身
の
彫
刻
家
で
あ
る
宮
本
隆
氏

の
作
で
す
。
戦
争
で
夫
を
失
う
も
遺
児
を

抱
え
て
力
強
く
生
き
抜
く
母
を
表
し
た
像

で
す
。
こ
の
地
を
訪
れ
る
多
く
の
県
民
が

こ
の
像
を
仰
ぎ
見
て
、
ご
遺
族
の
ご
苦
労

を
偲
び
、
再
び
こ
の
悲
惨
な
体
験
を
さ
せ

な
い
よ
う
に
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
た

だ
き
恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
像
で
す
。
多

く
の
方
に
ご
参
拝
を
い
た
だ
き
、
英
霊
の

命
を
掛
け
た
思
い
の
声
を
感
じ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

天
皇
皇
后
両
陛
下
に
お
か
れ
ま
し
て
は

四
月
に
硫
黄
島
、
六
月
に
沖
縄
と
広
島
へ

行
幸
啓
さ
れ
戦
歿
者
慰
霊
の
大
切
さ
平
和

の
尊
さ
を
国
民
に
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
九
月
に
は
長
崎
へ
の
訪
問
も
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

当
社
で
は
、
令
和
七
年
十
月
六
日
の
秋

季
例
祭
に
併
せ
、
終
戦
八
十
周
年
臨
時
大

祭
を
斎
行
い
た
し
ま
す
。
終
戦
七
十
周
年

同
様
、
天
皇
陛
下
よ
り
全
国
の
護
国
神
社

に
対
し
幣
帛
料
が
御
下
賜
さ
れ
る
予
定
で

す
。
当
社
に
は
戦
歿
者
の
合
祀
が
概
ね
終

了
し
た
終
戦
十
五
周
年
、
二
十
周
年
か
ら

十
年
毎
に
下
賜
さ
れ
て
い
ま
す
。
英
霊
に

特
別
の
思
召
し
を
賜
り
、
誠
に
有
り
難
い

極
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。
多
く
の
方
に
ご
参

拝
を
い
た
だ
き
、
国
の
礎
と
な
ら
れ
た
英

霊
の
命
を
掛
け
た
崇
高
な
精
神
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
不
戦
の
誓
い
と
世
界
平
和
へ
の

祈
り
を
捧
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
が
、
今
上
陛
下
の
大
御
心
に

御
応
え
す
る
こ
と
で
あ
り
、
英
霊
の
願
い
で

す
。
英
霊
を
敬
い
感
謝
す
る
こ
と
は
誇
り

あ
る
国
づ
く
り
に
繋
が
る
大
切
な
心
で
す
。

　

ど
う
か
、
県
内
の
各
神
社
に
お
い
て

も
、
祭
典
を
通
じ
て
、
多
く
の
兵
隊
さ
ん

は
も
と
よ
り
、
家
族
そ
し
て
県
民
が
ど
う

い
う
思
い
で
当
社
や
氏
神
様
で
お
祈
り
さ

れ
た
の
か
、
当
時
に
思
い
を
馳
せ
自
分
に

置
き
か
え
て
英
霊
の
御
心
に
触
れ
、
戦
争

の
悲
惨
さ
と
命
の
大
切
さ
を
お
伝
え
い
た

だ
き
、
英
霊
よ
り
託
さ
れ
た
尊
い
平
和
を

護
り
推
進
す
る
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
戦
八
十
年
を
迎
え
て

終
戦
八
十
年
を
迎
え
て

岡
山
縣
護
國
神
社
宮
司　

河　

野　
　
　

薫

岡
山
縣
護
國
神
社
宮
司　

河　

野　
　
　

薫
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岡
山
県
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社
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庁
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山　

知
之
進

岡
山
県
神
社
庁
庁
長　

藤　

山　

知
之
進

　

去
る
三
月
十
二
日
、
毎
年
恒
例
の
岡
山
県
神

社
庁
神
殿
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
臨

時
協
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
任
期
満
了
に
よ
る

役
員
改
選
が
あ
り
、
再
度
岡
山
県
神
社
庁
庁
長

に
選
任
さ
れ
、
四
月
一
日
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。

　

改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

同
時
に
再
任
さ
れ
た
物
部
明
德
副
庁
長
、
新
任

さ
れ
た
福
田
真
人
副
庁
長
、
多
少
の
入
れ
替
わ

り
も
あ
り
ま
し
た
が
、
役
員
共
々
向
こ
う
三
年

間
、
神
社
庁
の
舵
取
り
を
担
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
方
の
叱
咤
激
励
と
ご
指
導
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
一
期
目
の
三
年
間
で
掲
げ
た
目
標
中
、

完
遂
で
き
た
も
の
、
あ
る
い
は
継
続
し
て
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
岡
山
県
神
社
庁
の
Ｄ
Ｘ
化
に
つ
い
て

は
当
初
掲
げ
た
水
準
に
ほ
ぼ
達
し
た
と
思
っ
て

い
ま
す
が
、
新
た
に
省
力
化
で
き
る
も
の
は
引

き
続
い
て
考
慮
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。ま
た
、神
職
理
事
の
定
年
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
末
規
程
が
成
立
い
た
し
ま
し
た
。
研
修
の

充
実
、
ま
た
後
継
者
の
育
成
に
つ
い
て
は
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

改
選
後
三
年
間
中
の
神
社
界
の
大
き
な
出
来

事
は
何
と
言
っ
て
も
神
宮
式
年
遷
宮
が
具
体
的

に
動
き
始
め
た
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
本

年
五
月
二
日
に
は
山
口
祭
・
木
本
祭
が
斎
行
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
六
月
三
日
に
は
長
野
県
木

曽
郡
上
松
町
の
国
有
林
山
中
で
御
杣
始
祭
が
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
そ
の
御
杣
始
祭
に
岡
山

県
神
社
庁
庁
長
と
し
て
参
列
が
許
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
そ
の
様
子
を
少
し
書
い
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
回
は
雨
が
予
想
さ
れ
、
そ
れ
も
多
め
に
降

る
と
い
う
天
気
予
報
で
あ
り
、
準
備
に
不
安
を

覚
え
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
雨
合
羽
、
長
靴
、

ト
イ
レ
で
す
。
一
応
準
備
は
整
え
て
車
で
現
地

に
入
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
不
安
は
杞
憂
に
終

わ
り
ま
し
た
。
祭
場
は
全
面
テ
ン
ト
で
覆
わ
れ
、

歩
道
は
整
備
さ
れ
、
祭
場
入
り
口
に
は
簡
易
水

洗
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
集
合
場

所
か
ら
祭
場
へ
は
山
道
を
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
十
数

台
（
参
列
者
約
三
百
名
）
で
送
迎
（
片
道
約
四

十
分
）
し
て
く
だ
さ
る
の
で
す
が
、
最
後
の
非

舗
装
路
は
均
さ
れ
、
小
砂
利
が
敷
き
詰
め
て
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
も
神
宮
が
整
備
し
た
の
だ
ろ

う
か
と
感
心
す
る
こ
と
し
き
り
。
祭
場
は
内
宮

の
祭
場
・
外
宮
の
祭
場
が
二
つ
並
べ
て
鋪
設
、

そ
の
奥
に
御
樋
代
木
と
な
る
檜
の
大
木
が
二
本

聳
え
立
っ
て
い
ま
す
。
午
前
十
時
の
祭
典
開
始

前
に
は
黒
田
清
子
祭
主
様
も
席
に
着
か
れ
、
内

宮
・
外
宮
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
内
容
の
祭
典
が
二
回

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

藤
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知
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進
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司
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羽
黒
神
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宮
司

庁
長
就
任
ご
挨
拶

神社庁長に藤山氏神社庁長に藤山氏
副庁長に物部、福田両氏を選任副庁長に物部、福田両氏を選任
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令
和
七
年
四
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一
日
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十
年

三
月
三
十
一
日
ま
で

決
　
議
　
事
　
項

　

祭
典
後
愈
々
御
樋
代
木
の
倒
伐
が
行
わ

れ
、
一
本
に
つ
き
七
人
の
杣
人
が
交
替
で

斧
の
み
で
倒
伐
し
ま
す
。
伝
統
的
な
「
三

ツ
紐
伐
り
」
と
い
う
切
り
方
で
斧
を
い
れ

て
い
き
ま
す
。
倒
れ
る
と
き
の
「
割
れ
」

を
防
ぎ
、
倒
れ
る
方
向
を
決
め
ら
れ
る
伐

り
方
だ
そ
う
で
す
（
神
宮
は
「
倒
れ
る
」

と
は
言
わ
ず
「
寝
る
」
と
言
う
）。

　

ま
ず
向
か
っ
て
左
側
の
内
宮
用
の
御
樋

代
木
が
右
斜
め
前
方
に
「
ギ
ギ
ー
ッ
」
と

い
う
音
と
と
も
に
倒

れ
、
続
い
て
右
側

の
外
宮
用
の
御
樋
代

木
が
左
斜
め
前
方
に

音
と
と
も
に
倒
れ
ま

す
。
二
本
の
木
が
×

の
形
に
重
な
る
よ
う

に
倒
す
の
が
伝
統
だ

そ
う
で
す
。
倒
れ
た

後
の
切
り
株
の
中
心

に
は
檜
の
枝
が
刺
さ

れ
、
こ
れ
は
「
鳥

総
（
と
ぶ
さ
）
立
て
」

と
い
い
、
山
の
神
様

を
祀
り
感
謝
を
申
し

上
げ
る
儀
式
だ
そ
う

で
す
。
日
本
人
は
古

く
か
ら
神
々
に
感
謝

を
し
て
暮
ら
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
風
習

が
今
も
受
け
継
が

れ
、
歴
史
の
重
み
を

感
じ
る
瞬
間
で
す
。

ま
た
、
元
と
末
の
間

を
頂
く
、と
い
う
意
味
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

祭
典
が
始
ま
っ
て
か
ら
約
四
時
間
も
の

間
、
黒
田
祭
主
様
は
最
後
ま
で
坐
っ
て
ご

覧
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
神

宮
の
配
慮
で
配
ら
れ
た
「
携
帯
カ
イ
ロ
」

は
、
気
温
が
下
が
る
中
重
宝
い
た
し
ま
し

た
。

　

二
十
年
前
の
御
杣
始
祭
は
当
時
の
湯

浅
正
敬
庁
長
が
「
好
天
に
恵
ま
れ
暑
く
て

汗
を
か
い
た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
雨
が
止
む

こ
と
な
く
降
り
続
き
、
寒
い
御
杣
始
祭
で

あ
り
ま
し
た
。
二
十
年
に
一
度
の
遷
宮
諸

行
事
に
た
ま
た
ま
庁
長
と
い
う
ポ
ス
ト
に

い
て
貴
重
な
経
験
が
で
き
た
こ
と
は
誠
に

有
り
難
い
限
り
で
す
。
ま
た
、
神
宮
に
お

か
れ
て
は
こ
の
祭
典
実
施
の
た
め
、
早
く

か
ら
多
く
の
関
係
者
が
、
細
心
の
心
配
り

を
し
て
様
々
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
き
た

の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
上
松
町
の
方

た
ち
も
「
神
宮
様
の
式
年
遷
宮
に
使
わ
れ

る
御
用
材
を
伐
り
出
す
こ
と
」
を
名
誉
な

こ
と
と
思
い
、
全
面
的
に
協
力
、
こ
の
日

の
た
め
に
準
備
を
進
め
て
こ
ら
れ
た
の
で

し
ょ
う
。
我
々
は
「
こ
の
一
日
、
こ
の
場

所
に
身
を
置
く
」
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん

が
、
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
多
く
の
人
た
ち

の
努
力
に
感
謝
し
、
二
十
年
に
一
度
の
遷

宮
完
遂
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
七
年 

臨
時
協
議
員
会

 

（
議
事
報
告
）

令
和
七
年
三
月
十
二
日
（
水
）

於
　
岡
山
県
神
社
庁
講
堂

出
席
協
議
員
　
二
十
九
名
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〇�

神
社
本
庁
評
議
員
会
報
告
（
物
部
明
德

評
議
員
）

〇
令
和
六
年
度
岡
山
県
神
社
庁
事
業
報
告

　

�

総
務
、
財
務
、
教
化
、
祭
祀
、
研
修
企

画
、
渉
外

〇�

議
案
第
一
号
　
令
和
七
年
度
岡
山
県
神

社
庁
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
案

　

・�

前
回
の
協
議
員
会
で
監
事
か
ら
意
見

の
あ
っ
た
役
員
報
酬
の
金
額
に
つ
い

て
は
、
新
年
度
か
ら
改
め
て
検
討
を

行
う
。

　

・�

任
命
料
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

　

・�

権
正
階
基
礎
研
修
の
参
加
希
望
者
は

現
在
八
名
（
五
名
以
上
で
開
催
）。

　

・�

関
係
者
大
会
費
の
金
額
記
載
場
所
に

誤
り
が
あ
っ
た
た
め
、
庁
報
に
は
修

正
後
の
予
算
を
掲
載
す
る
。

　

☆
原
案
を
一
部
修
正
し
て
決
議
。

〇
そ
の
他

　

・�

岡
山
県
神
社
庁
設
立
八
十
周
年
記
念

式
典
に
つ
い
て
説
明
。

　

・�

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
研
修
参
加
に
つ
い
て

要
望
。

　

・�
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
神
職
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
希
望
。

　

・�

大
阪
万
博
の
イ
ベ
ン
ト
で
黄
櫨
染
御

袍
が
着
用
さ
れ
た
こ
と
へ
の
対
応
確

認
。

議
　
事

神職の部
表彰種別 支部 奉務神社 役職 氏名 支部 奉務神社 役職 氏名 支部 奉務神社 役職 氏名

二条一号 岡山 龍之口八幡宮 権禰宜 有森美智子 倉敷都窪 阿智神社 宮司 新井　俊亮 新見 八幡神社 禰宜 長江　忠彦

岡山 大神神社 宮司 有森　祥勝 御津 日吉神社 禰宜 菱川　充子

責任役員・総代の部
表彰種別 支部 奉務神社 役職 氏名 支部 奉務神社 役職 氏名 支部 奉務神社 役職 氏名

二条二号 岡山 髙藏神社 総代 平井　　誠 御津 重岡神社 役員 佐藤　　操 井笠 太宰神社 役員 山木　誠一

倉敷都窪 春日神社 役員 赤木　正行 御津 重岡神社 総代 阿部　精一 吉備 西園神社 役員 横辺　和実

倉敷都窪 熊野神社 役員 平野　豊彦 東備 八幡和氣神社 役員 小引　美次 吉備 吉備津神社 役員 脇本　三哢

津山 徳守神社 総代 高山　圭史 東備 八幡和氣神社 役員 吉野　　宏 吉備 總社 総代 金田　俊夫

津山 久田神社 役員 瀬尾　五男 東備 天津神社 役員 佐藤　　朗 吉備 總社 役員 平田　周志

津山 大美彌神社 役員 藤田　啓治 東備 荒神社 総代 小林　京一 吉備 岩山神社 総代 圓堂　　稔

津山 高倉神社 役員 神田　昭吾 邑久上道西大寺 安仁神社 役員 藤原　誠一 高梁 御前神社 役員 田村　晴己

津山 加茂神社 総代 池内　満祐 邑久上道西大寺 和田八幡宮 役員 大道寺　修 川上 八千戈神社 役員 宮本　善之

津山 青柳神社 役員 年岡　照夫 邑久上道西大寺 豊原南島神社 役員 佐藤　俊和 川上 小坂神社 役員 西江　義則

児島 宇野八幡宮 総代 伊藤　良和 邑久上道西大寺 立河神社 役員 中嶋　　勲 新見 足立神社 役員 倉田　　寿

児島 新庄八幡宮 総代 古谷　悦男 邑久上道西大寺 北居都神社 総代 岩堂　健治 新見 岩山神社 総代 中川　辰夫

児島 新庄八幡宮 総代 山本　崇志 邑久上道西大寺 靭負神社 役員 小橋　常夫 新見 大佐神社 役員 高橋　賢治

児島 新庄八幡宮 総代 古谷　　茂 井笠 八幡神社 役員 髙田省一郎 真庭 木山神社 役員 福島　正明

児島 鴻八幡宮 総代 堀尾　一弘 井笠 神島神社 総代 坂本　昭一 美作 十寸鏡神社 役員 藤井　　衛

玉島浅口 羽黒神社 役員 菊池　　東 井笠 神島神社 役員 浜口　忠男 美作 西宮神社 役員 岡田　定久

玉島浅口 日吉神社 総代 若松　剛至 井笠 神島神社 役員 前峠　　晃 美作 杉神社 役員 森藤　和彌

玉島浅口 安倉八幡神社 総代 佐藤三千秋 井笠 諏訪神社 総代 渡邊　勝美 美作 畑屋神社 役員 竜門　睦明

御津 吉備津彦神社 総代 則武　盛仁 井笠 諏訪神社 役員 竹内　恵夫 久米 志呂神社 総代 下野　　博

御津 化氣神社 総代 葛原　堅司 井笠 鵜江神社 役員 藤井　俊一 久米 上山宮 総代 萩原　正美

三条 玉島浅口 諏訪神社 役員 友田　泰弘 井笠 山神社 役員 大山　芳孝
邑久上道西大寺 八幡宮 役員 入江　章雅 美作 瀧神社 役員 二宮　大次

令和６年度  岡山県神社庁規程表彰該当者

令
和
七
年 

定
例
協
議
員
会

 
（
議
事
報
告
）

令
和
七
年
六
月
二
十
四
日
（
火
）

於
　
岡
山
県
神
社
庁
講
堂

出
席
協
議
員
　
二
十
九
名

1、任命料� ※申請日7/1以降から適用

項　目 現　在 改　定

本務宮司 ¥20,000 ¥10,000
兼務宮司 ¥15,000

¥5,000

本務宮司代務者 ¥15,000
兼務宮司代務者 ¥10,000
本務禰宜・権禰宜 ¥10,000
兼務禰宜・権禰宜 ¥5,000
本務替 ¥5,000
初任用の本務宮司 ¥30,000 ¥10,000
初任用の本務禰宜・権禰宜 ¥20,000 ¥5,000

2、推薦料� ※推薦日7/1以降から適用
大学、神職養成機関、階位検定講習会のための推薦書

項　目 現　在 改　定

1件につき ¥2,000 ¥0

3、身分認定料（神社本庁）
項　目 現　在

特級 ¥950,000
一級 ¥400,000
二級上 ¥280,000
二級 ¥150,000

4、身分昇進手数料（神社庁）� ※発令日7/1以降から適用
項　目 現　在 改　定

特級 ¥250,000 ¥200,000
一級 ¥200,000 ¥150,000
二級上 ¥150,000 ¥100,000
二級 ¥100,000 ¥70,000
※納付は振込でお願いします

申請任命料改定のお知らせ
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↓アミは納品用（別レイヤーにあり）今回で終わり次回から網なしでOK

令和7年度　岡山県神社庁

一般会計歳入歳出予算書
（令和7年7月1日～令和8年6月30日）

歳 入 の 部 （単位 ：円）
科　　　　　目 予　算　額 前年度予算額 増　減（△）

Ⅰ　�神 饌 及 幣 帛 料 750,000 750,000 0 
１　�本 庁 幣 600,000 600,000 0 
２　�神 饌 及 初 穂 料 150,000 150,000 0 

Ⅱ　�財 産 収 入 5,000 1,000 4,000 
Ⅲ　�負 担 金 36,920,000 36,920,000 0 

１　�神 社 負 担 金 25,844,000 25,844,000 0 
２　�神 職 負 担 金 9,230,000 9,230,000 0 
３　�支 部 負 担 金 1,846,000 1,846,000 0 

Ⅳ　�交 付 金 72,900,000 73,900,000 △ 1,000,000 
１　�本 庁 交 付 金 1,500,000 1,500,000 0 
２　�神宮神徳宣揚費交付金 71,000,000 72,000,000 △ 1,000,000 
３　�本 庁 補 助 金 400,000 400,000 0 

Ⅴ　�寄 付 金 10,000 10,000 0 
Ⅵ　�諸 収 入 6,980,000 7,066,000 △ 86,000 

１　�表 彰 金 65,000 65,000 0 
２　�預 金 利 子 5,000 1,000 4,000 
３　�申 請 料・ 任 命 料 2,000,000 2,000,000 0 
４　�会 費 4,110,000 4,700,000 △ 590,000 
５　�雑 収 入 800,000 300,000 500,000 

Ⅶ　�繰 入 金 1,300,000 1,300,000 0 
当 期 歳 入 合 計 118,865,000 119,947,000 △ 1,082,000 
前 期 繰 越 金 24,497,729 25,909,479 △ 1,411,750 
歳 入 合 計 143,362,729 145,856,479 △ 2,493,750 

歳 出 の 部 （単位 ：円）
科　　　　　目 予　算　額 前年度予算額 増　減（△）

Ⅰ　�幣 帛 料 2,180,000 2,190,000 △ 10,000 
１　�本 庁 幣 2,080,000 2,090,000 △ 10,000 
２　�神 社 庁 幣 100,000 100,000 0 

Ⅱ　�神 事 費 400,000 400,000 0 
Ⅲ　�事 務 局 費 36,438,000 32,434,000 4,004,000 

１　�表 彰 並 び に 儀 礼 費 1,500,000 1,500,000 0 
　⑴　�各 種 表 彰 費 500,000 500,000 0 
　⑵　�慶 弔 費 1,000,000 1,000,000 0 
２　�会 議 費 200,000 200,000 0 
３　�役 員 関 係 費 1,500,000 1,500,000 0 
　⑴　�役 員 報 酬 1,280,000 1,280,000 0 
　⑵　�地 区 会 議 関 係 費 120,000 120,000 0 
　⑶　�視 察 研 修 費 100,000 100,000 0 
４　�給料及び福利厚生費 18,492,000 18,384,000 108,000 
　⑴　�給 料 9,672,000 9,564,000 108,000 
　⑵　�諸 手 当 6,100,000 6,100,000 0 
　⑶　�各 種 保 険 料 2,600,000 2,600,000 0 
　⑷　�職 員 厚 生 費 120,000 120,000 0 
５　�庁 費 6,296,000 5,550,000 746,000 
　⑴　�備 品 費 796,000 500,000 296,000 
　⑵　�図 書 印 刷 費 1,400,000 600,000 800,000 
　⑶　�消 耗 品 費 1,400,000 1,400,000 0 
　⑷　�水 道 光 熱 費 1,350,000 1,350,000 0 
　⑸　�通 信 運 搬 費 750,000 1,000,000 △ 250,000 
　⑹　�雑 費 600,000 700,000 △ 100,000 
６　�交 際 費 1,100,000 1,100,000 0 
７　�旅 費 2,000,000 2,800,000 △ 800,000 
８　�維 持 管 理 費 1,500,000 1,200,000 300,000 
９　�法 務 対 策 費 200,000 200,000 0 
10　�神 社 関 係 者 大 会 費 850,000 0 850,000 
11　�記 念 事 業 費 2,800,000 0 2,800,000 

科　　　　　目 予　算　額 前年度予算額 増　減（△）

Ⅳ　�指 導 奨 励 費 14,392,970 16,373,000 △ 1,980,030 
１　�教 化 事 業 費 6,821,330 7,162,000 △ 340,670 
　⑴　�教 化 費 763,000 738,000 25,000 
　⑵　�広 報 費 1,121,000 2,144,000 △ 1,023,000 
　⑶　�事 業 費 1,400,580 889,000 511,580 
　⑷　�神 宮 奉 賛 費 1,056,750 1,096,000 △ 39,250 
　⑸　�育 成 費 2,480,000 2,295,000 185,000 
２　�神 社 庁 研 修 所 費 2,500,000 5,200,000 △ 2,700,000 
　⑴　�研 修 費 2,000,000 2,000,000 0 
　⑵　�講 習 会 費 500,000 3,200,000 △ 2,700,000 
３　�祭 祀 研 究 費 1,730,640 1,420,000 310,640 
４　�各 種 補 助 金 3,341,000 2,591,000 750,000 
　⑴　�神 政 連 関 係 費 135,000 135,000 0 
　⑵　�神 青 協 補 助 金 450,000 450,000 0 
　⑶　�氏 青 協 補 助 金 90,000 90,000 0 
　⑷　�県 教 神 協 補 助 金 90,000 90,000 0 
　⑸　�女子神職会補助金 162,000 162,000 0 
　⑹　�県 敬 婦 連 補 助 金 117,000 117,000 0 
　⑺　�神 楽 部 補 助 金 90,000 90,000 0 
　⑻　�作 州 神 楽 補 助 金 27,000 27,000 0 
　⑼　�支部長懇話会補助金 150,000 150,000 0 
　⑽　�神宮大祭派遣補助金 30,000 30,000 0 
　⑾　�教 誨 師 関 係 費 350,000 350,000 0 
　⑿　�団 体 参 拝 補 助 金 200,000 200,000 0 
　⒀　�過疎地域神社活性化助成金 500,000 500,000 0 
　⒁　�地区大会等援助金 950,000 200,000 750,000 

Ⅴ　�各 種 積 立 金 6,610,800 6,594,600 16,200 
１　�職員退職給与積立金 1,450,800 1,434,600 16,200 
２　�正副庁長退任慰労金積立金 160,000 160,000 0 
３　�庁舎管理資金積立金 2,500,000 2,500,000 0 
４　�次期式年遷宮準備金 2,000,000 2,000,000 0 
５　�災 害 見 舞 積 立 金 500,000 500,000 0 
６　�関 係 者 大 会 積 立 金 0 0 0 

Ⅵ　�神 社 関 係 者 大 会 費 0 850,000 △ 850,000 
Ⅶ　�負 担 金 24,746,480 24,566,300 180,180 

１　�本庁災害慰謝負担金 300,300 300,300 0 
２　�本 庁 負 担 金 6,186,180 6,006,000 180,180 
３　�本 庁 特 別 納 付 金 15,000,000 15,000,000 0 
４　�支 部 負 担 金 奨 励 費 2,960,000 2,960,000 0 
５　�負 担 金 特 別 対 策 費 300,000 300,000 0 

Ⅷ　�渉 外 費 620,000 620,000 0 
１　�友 好 団 体 関 係 費 370,000 370,000 0 
２　�時 局 対 策 費 100,000 100,000 0 
３　�同 和 対 策 費 150,000 150,000 0 

Ⅸ　�神宮神徳宣揚費交付金 37,000,000 38,000,000 △ 1,000,000 
Ⅹ　�大 麻 頒 布 事 業 関 係 費 6,900,000 6,900,000 0 

１　�頒 布 事 務 費 650,000 650,000 0 
２　�頒 布 事 業 奨 励 費 6,250,000 6,250,000 0 

Ⅺ　�予 備 費 14,074,479 16,928,579 △ 2,854,100 
当 期 歳 出 合 計 143,362,729 145,856,479 △ 2,493,750 
次 期 繰 越 金 0 0 0 
歳 出 合 計 143,362,729 145,856,479 △ 2,493,750 

※款内流用を認める
※表中の（　）内は補正予算額
※増減（△）は、予算額が前年度予算に比して減額である場合△で表示する。

歳入総額� 143,362,729円

歳出総額� 143,362,729円
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令
和
七
年
六
月
五
日
、
吉
備
津
彦
神
社

に
お
い
て
当
部
会
部
員
を
対
象
に
、
神
宮

大
麻
増
頒
布
に
関
す
る
研
修
を
行
っ
た
。

吉
備
津
彦
神
社
で
は
、
近
年
神
宮
大
麻
の

頒
布
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
取
り
組
む
前

よ
り
も
二
倍
以
上
の
増
頒
布
を
実
現
し
て

い
る
。

　

今
か
ら
約
十
年
前
に
取
り
組
み
を
開
始

し
た
が
、
初
め
の
五
年
間
は
失
敗
の
連
続

で
、
更
に
コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
参
拝
者
は
減

少
し
て
い
っ
た
が
、
そ
の
中
で
も
参
拝
者

に
対
し
社
頭
講
話
や
授
与
所
で
の
声
掛
け

な
ど
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。
そ

の
結
果
、
参
拝
者
と
の
対
話
が
増
え
、
し

だ
い
に
増
頒
布
へ
と
転
じ
て
い
っ
た
。

　

御
神
前
で
は
、
御
札
や
神
宮
大
麻
、
家

庭
祭
祀
に
つ
い
て
の
講
話
を
行
い
、
授
与

所
で
は
声
掛
け
を
行
っ
て
い
る
と
、
御
札

や
御
守
の
扱
い
に
つ
い
て
の
質
問
が
相
次

ぎ
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
場
所
を
授
与
所

横
に
新
た
に
設
け
て
対
応
す
る
こ
と
に
し

た
。

　

研
修
で
は
、
実
際
の
社
頭
講
話
な
ど
を

職
員
総
出
で
実
践
し
て
い
た
だ
い
た
。
職

員
は
も
と
よ
り
、
臨
時
奉
仕
者
に
至
る
ま

で
、
参
拝
者
の
質
問
に
お
答
え
で
き
る
よ

う
徹
底
し
て
い
る
。
参
拝
者
の
お
一
人
お

一
人
と
向
き
合
い
、
御
神
徳
を
説
い
て
い

く
こ
と
こ
そ
が
、
教
化
の
基
本
で
あ
り
確

実
な
方
法
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
た
研
修

と
な
っ
た
。

  

神
宮
大
麻
頒
布
研
修

神
宮
大
麻
頒
布
研
修

  

〜
吉
備
津
彦
神
社
の
取
り
組
み
〜

〜
吉
備
津
彦
神
社
の
取
り
組
み
〜

教
化
委
員
会　

神
宮
奉
賛
部
会　

前
部
長　

小　

森　

国　

彦

教
化
委
員
会　

神
宮
奉
賛
部
会　

前
部
長　

小　

森　

国　

彦

支部名
令和5年度 令和6年度頒布数 判定数

頒布数 判定数 申込数 大麻 中大麻 大大麻 頒布数 前年比 頒布率 申込数 前年度申込比 判定頒布数 前年比 頒布率 判定比率

01�岡山支部 8,973 9,163 9,300 8,255 172 91 8,518 ▲455 22.60% 9,300 0 8,695 ▲468 23.07% 1.021倍

02�倉敷都窪支部 12,388 12,909 13,610 11,407 653 136 12,196 ▲192 53.59% 13,530 ▲80 12,659 ▲251 55.62% 1.038倍

03�津山支部 8,539 8,763 9,370 8,380 239 107 8,726 187 43.08% 9,370 0 8,953 190 44.20% 1.026倍

04�児島支部 14,519 14,773 14,519 14,100 355 92 14,547 28 48.96% 14,752 233 14,817 44 49.86% 1.019倍

05�玉島浅口支部 14,439 14,805 15,700 13,525 404 154 14,083 ▲356 74.60% 15,200 ▲500 14,439 ▲366 76.49% 1.025倍

06�御津支部 9,997 10,799 10,041 8,784 622 209 9,615 ▲382 131.14% 10,098 57 10,135 ▲664 138.23% 1.054倍

07�東備支部 7,384 7,408 8,250 7,307 30 9 7,346 ▲38 38.75% 8,250 0 7,370 ▲38 38.88% 1.003倍

08�邑久上道西大寺支部 5,895 6,216 6,430 5,265 423 142 5,830 ▲65 53.95% 6,350 ▲80 6,184 ▲33 57.22% 1.061倍

09�井笠支部 14,013 14,822 15,410 12,420 833 351 13,604 ▲409 55.99% 14,910 ▲500 14,372 ▲451 59.15% 1.056倍

10�吉備支部 10,277 10,480 10,590 9,853 306 55 10,214 ▲63 67.51% 10,365 ▲225 10,422 ▲58 68.88% 1.020倍

11�高梁支部 7,044 7,228 7,118 6,643 254 50 6,947 ▲97 89.12% 7,110 ▲8 7,124 ▲104 91.39% 1.025倍

12�川上支部 2,351 2,510 2,464 2,108 192 61 2,361 10 86.80% 2,464 0 2,518 9 92.57% 1.066倍

13�新見支部 6,086 7,031 6,570 4,312 1,386 187 5,885 ▲201 75.33% 6,340 ▲230 6,765 ▲266 86.60% 1.150倍

14�真庭支部 7,581 7,734 7,760 6,820 111 72 7,003 ▲578 70.25% 7,860 100 7,131 ▲603 71.53% 1.018倍

15�美作支部 7,510 7,859 7,580 6,691 394 166 7,251 ▲259 65.77% 7,270 ▲310 7,614 ▲245 69.07% 1.050倍

16�英北支部 1,420 1,488 1,836 1,299 103 16 1,418 ▲2 78.65% 1,736 ▲100 1,486 ▲2 82.39% 1.048倍

17�久米支部 6,019 6,440 6,951 5,176 641 100 5,917 ▲102 78.41% 6,451 ▲500 6,338 ▲103 83.98% 1.071倍

合　計 144,435 150,424 153,499 132,345 7,118 1,998 141,461 ▲2,974 55.59% 151,356 ▲2,143 147,018 ▲3,406 57.77% 1.039倍

※判定数����大麻頒布数を１倍、中大麻頒布数を1.5倍、大大麻頒布数を２倍とした数

令和６年度　神宮大麻頒布支部別一覧令和６年度　神宮大麻頒布支部別一覧
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阿
智
神
社
（
倉
敷
市
本
町
）

天
津
神
社
（
備
前
市
伊
部
）

箆
取
神
社
（
倉
敷
市
連
島
町
）

�

製
作
・
総
代
　
槇
野
高
夫

お
み
く
じ
結
び
所
に
設
置
し
た
総
代
手
作
り
の
干
支

　
「
干
支
の
絵
で
は
な
く
、
立
体
の
動
物
に
し
た
ら
お
も
し
ろ

い
の
で
は
」
と
い
う
、
製
作
者
か
ら
生
ま
れ
た
ア
イ
デ
ア
。
今

回
の
製
作
は
二
作
目

で
、
一
匹
を
一
本
の

丸
太
か
ら
彫
り
出

し
、
前
作
よ
り
も
立

体
感
や
躍
動
感
を
追

求
し
た
自
信
作
。
参

拝
者
か
ら
は
、「
か

わ
い
い
」や「
ち
ょ
っ

と
こ
わ
い
」
な
ど
、

そ
の
反
応
は
様
々
。

今
後
は
胴
体
の
追
加

も
考
え
て
い
る
。

�

製
作
・
備
前
緑
陽
高
等
学
校

生
徒
が
図
案
か
ら
考
え
て
製
作
し
た 

 

干
支
絵
馬

　

備
前
緑
陽
高
等
学
校
の
生
徒
に
依
頼
し
、

授
業
の
一
環
と
し
て
製
作
さ
れ
た
干
支
の
絵

馬
。
緑
陽
高
等
学
校
の
先
生
に
声
掛
け
を
し

た
こ
と
が
製
作
の
き
っ
か
け
と
な
る
。
生
徒

自
身
で
絵
馬
の
図
案
を
考
え
、
一
枚
の
絵
馬

に
仕
上
げ
た
力
作
。
昨
年
末
に
は
、
先
生
と

生
徒
が
参
列
し
て
「
絵
馬
奉
納
祭
」
を
斎
行
。

そ
の
様
子
は
『
山
陽
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
。

�

製
作
・
め
ば
え
保
育
園

世
代
間
の
想
い
を
引
き
継
ぎ
作
る
干
支
絵
馬

　

今
年
で
七
作
目
を
迎
え
た
箆
取
神
社
の
干
支
絵
馬
。
も
と

も
と
は
神
社
の
女
性
部
会
が
平
成
十
九
年
よ
り
製
作
し
て

い
た
が
、
同
会
の
高
齢
化
、
ま
た
干
支
が
一
周
し
た
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、
縁
の
あ
る
「
め
ば
え
保
育
園
」
に
依
頼
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
の
様
子
は
、
地
元
の
Ｋ
Ｃ
Ｔ
（
倉
敷
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
）
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

干
支
干
支
のの

絵
馬
・
工
作
物

絵
馬
・
工
作
物

��

の
紹
介

の
紹
介

神
職
氏
子
が
手
作
り
し
た
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御
前
八
幡
宮
（
玉
野
市
御
崎
）

御
崎
宮
（
岡
山
市
北
区
北
方
）

�

絵
馬
製
作
・
禰
宜
　
堀
由
賀
里
　
　
焼
物
製
作
・
星
島
敬
子

干
支
絵
馬
と
干
支
焼
物
を
製
作

　
「
六
十
歳
に
な
っ
た
時
、
お
宮
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
た
結
果
、

絵
馬
を
描
こ
う
と
思
っ
た
」
と
堀
禰
宜
。
毎
年
、
秋
頃
に
な
る
と
、
地

元
の
方
か
ら
楽
し
み
に
さ
れ
て
お
り
、
神
社
か
ら
見
え
る
大
槌
島
に
加

え
、
牛
玉
と
波
で
光

と
人
生
を
表
現
し
た

絵
馬
は
好
評
を
得
て

い
る
。
干
支
の
焼
物

は
、
焼
物
を
趣
味
と

す
る
星
島
敬
子
氏
の

製
作
で
、
今
後
の
奉

納
に
も
期
待
。

�

製
作
・
宮
司
　
根
石
俊
明

宮
司
手
作
り
の
巨
大
干
支
張
り
子

　

今
か
ら
十
四
年
前
、参
拝
者
を
増
や
す
た
め
に
、

干
支
の
「
張
り
子
」（
二
メ
ー
ト
ル
×
一
・
五
メ
ー

ト
ル
×
一
メ
ー
ト
ル
）
を
考
案
。
毎
年
宮
司
自
ら

製
作
し
、
現
在
に
至
る
。
一
年
間
展
示
さ
れ
、
展

示
用
の
小
屋
も
宮
司
の
自
作
。
年
末
に
製
作
し
て

い
る
た
め
大
変
で
は
あ
る
が
、
毎
年
続
け
る
こ
と

で
恒
例
行
事
と
な
り
、
楽
し
み
に
す
る
方
が
年
々

増
え
、
今
年
の
正
月
も
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
記

念
撮
影
を
し
て
喜
ば
れ
て
い
た
。

御
﨑
神
社
（
岡
山
市
南
区
灘
崎
町
）

�

製
作
・
灘
崎
小
学
校
迫
川
分
校

神
社
と
地
域
、
そ
れ
ぞ
れ
を 

つ
な
ぐ
干
支
絵

　

昨
年
、
現
在
地
に
鎮
座
し

て
よ
り
三
百
年
と
い
う
記
念

す
べ
き
年
を
迎
え
た
御
﨑
神

社
。
神
社
を
次
世
代
に
継
承

し
て
い
く
た
め
の
新
た
な
試

み
と
し
て
、
地
元
の
迫
川
分

校
の
生
徒
に
干
支
絵
を
描
い

て
も
ら
っ
た
。
神
社
意
識
の

高
揚
、
そ
の
意
義
の
継
承
と

い
う
願
い
を
込
め
て
、
こ
れ

を
境
内
（
拝
殿
横
）
に
展
示

し
た
。
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昨
今
、「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
」
が
注
目
を
集

め
て
い
る
。

　

消
費
者
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
れ
ば
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は
、「
群

衆
（crow

d

）
と
資
金
調

達
（funding

）
を
組
合
せ

た
造
語
で
あ
り
、
取
り
組

み
た
い
活
動
、
企
画
、
ア
イ

デ
ア
を
持
つ
人
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ペ
ー
ジ
を
掲
載
し
、
活
動

へ
の
想
い
を
社
会
に
呼
び
か

け
、
広
く
支
援
者
か
ら
支
援

を
集
め
る
仕
組
み
」
と
さ
れ

て
い
る
。

　

神
社
本
庁
包
括
下
の
神
社

に
お
い
て
も
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用

し
、
神
社
の
周
年
事
業
や
社
殿
改
修
等
の

募
財
活
動
を
行
う
事
例
が
増
え
て
き
た
。

　

岡
山
県
和
気
郡
和
気
町
藤
野
鎮
座
・
和

氣
神
社
に
お
い
て
も
、
令
和
六
年
に
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
利
用
し
、
本
殿

と
拝
殿
を
結
ぶ
「
渡わ

た
り

殿で
ん

」
建
設
の
た
め

の
募
財
活
動
を
行
い
、
七
月
一
日
か
ら
八

月
二
十
八
日
ま
で
の
二
か
月
で
目
標
金
額

を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

い
わ
ゆ
る
「
氏
子
離
れ
」
が
叫
ば
れ
る

現
代
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た

募
財
活
動
が
可
能
と
な
る
の
か
。
和
氣
神

社
の
小
森
国
彦
宮
司
に
お
話
を
伺
っ
た
。

―
―
な
ぜ
、
従
来
通
り
の
氏
子
崇
敬
者
か
ら

寄
付
を
募
る
方
法
で
は
な
く
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
利
用
し
た
の
か
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

令
和
五
年
に
本
殿
と
拝
殿
の
改
修
事
業

を
行
い
ま
し
た
。
主
な
事
業
内
容
は
、
本

殿
と
拝
殿
の
屋
根
の
葺
き
替
え
で
す
。
当

社
は
氏
子
が
二
百
三
十
世
帯
な
の
で
、
こ

の
段
階
で
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

も
活
用
し
た
ら
ど
う
か
」
と
の
意
見
が
寄

せ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
幸
い
こ
の
事
業

に
関
し
て
は
、
何
と
か
目
標
額
を
集
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
氏
子
の
方
に
続

け
て
寄
付
の
お
願
い
、
と
い
う
わ
け
に
は

い
か
ず
、「
渡
殿
」
の
建
設
工
事
は
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

―
―
ど
の
よ
う
に
し
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
始
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
は
、

「
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｙ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
（
レ
デ
ィ
ー

フ
ォ
ー
）」
と
い
う
業
者
を
利
用
し
ま
し

た
。
担
当
の
方
と
何
度
も
打
ち
合
わ
せ
を

行
い
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
を
つ
く

り
、返
礼
品
の
選
定
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
寄
付
を
し
て
い
た
だ
け
る
対
象
を

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

��
を
活
用
し
た

を
活
用
し
た
神
社
の
募
財
活
動
事
例

神
社
の
募
財
活
動
事
例

教
化
委
員
会　

広
報
部
会　

三　

谷　

真　

之

教
化
委
員
会　

広
報
部
会　

三　

谷　

真　

之

和氣神社本殿と拝殿

本殿と拝殿を結ぶ「渡殿」建築予定地
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絞
り
込
み
、そ
れ
ら
を
総
合
的
に
考
え
て
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
目
標
金
額

を
設
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
利
用
し
た
「A

ll�or�N
othing

」

と
い
う
方
法
で
は
、
寄
付
金
額
が
目
標
に

達
し
な
い
場
合
、
全
て
返
金
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
か
な
り
現
実
的
な
数

字
を
目
標
に
し
ま
し
た
。

―
―
実
際
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

開
始
し
た
際
の
状
況
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
た
め
に

制
作
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
和
氣
神
社

の
総
代
長
や
地
元
企
業
の
方
の
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
掲
載
し
て
も
ら
い
、
境
内
に
チ

ラ
シ
を
貼
り
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
紹
介
し
た
の
で
徐
々
に
認
知

度
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
氏
子
の
方
が
社
頭
に
寄
付
金
を

持
っ
て
来
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。現
実
問
題
と
し
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
で
き
な
い
方
も
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
場
合
は
「
代

理
支
援
」
と
い
う
形
で
、
神
社
よ
り
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
入
金
す
る
こ
と

で
対
応
が
で
き
ま
し
た
。

―
―
和
氣
神
社
が
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
行
っ
た
工
夫
は
あ

り
ま
す
か
。

　

担
当
の
方
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
地

元
の
観
光
協
会
や
商
工
会
、
関
西
の
県
人

会
で
案
内
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま

た
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
寄
付

を
行
っ
て
く
れ
た
方
に
は
「
返
礼
品
」
を

お
渡
し
す
る
の
で
す
が
、
当
社
を
崇
敬
す

る
方
の
層
に
合
わ
せ
て
、
御
朱
印
帳
や
御

守
を
選
定
い
た
し
ま
し
た
。
た
だ
、
実
際

に
寄
付
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
の
声
を
聞

い
て
み
る
と
、返
礼
品
の
内
容
で
は
な
く
、

当
社
へ
の
崇
敬
の
念
が
大
き
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

―
―
今
後
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

活
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
方
へ
ア
ド
バ
イ

ス
が
あ
れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。

　

当
社
の
反
省
点
と
し
て
は
、
事
前
準
備

が
遅
れ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。や
は
り
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
利
用
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
入
念
な
事
前
計
画

が
大
切
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
何

回
も
続
け
て
行
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
。

　

ま
た
、
た
だ
待
っ
て
い
る
だ
け
で
は
寄

付
は
集
ま
り
ま
せ
ん
。
実
行
に
は
周
囲
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
氏
子
や
崇
敬
者
へ
の
周
知
は

も
ち
ろ
ん
、
自
身
の
人
脈
を
利
用
し
て
、

ま
ず
は
周
り
を
固
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ら
を
実
行
し
た
う
え
で
、
よ

う
や
く
全
国
へ
波
及
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

現
実
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
利
用
は

非
常
に
手
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
広
く
寄

付
を
募
る
こ
と
が
で
き
、
誰
で
も
利
用
で

き
る
媒
体
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で

と
は
違
う
人
間
関
係
も
生
ま
れ
、
今
後

の
神
道
教
化
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
も
可
能

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
現
実
的
に
神
社
を

維
持
し
て
い
く
た
め
の
一
つ
の
手
段
と
し

て
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
活
用

を
検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

■�

取
材
を
終
え
て

　

今
回
、「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
神
社
の
募
財
に
活
用
す
る
」
と
い
う
事

例
に
つ
い
て
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

実
例
や
感
想
を
交
え
な
が
ら
お
話
を
伺
え

た
た
め
、
非
常
に
興
味
深
い
取
材
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
事
業
は
誰
も
が
気

軽
に
始
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
現
実
的
に

実
践
で
き
る
の
か
と
い
う
点
に
お
い
て

は
、非
常
に
難
し
い
と
思
う
。
そ
れ
で
も
、

こ
れ
か
ら
の
神
社
運
営
に
お
い
て
は
、
現

実
的
な
問
題
と
し
て
、
募
財
と
い
う
も
の

の
考
え
の
幅
を
広
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
。
ま
た
、
こ
れ
は
一
例
で
あ
る
が
、
令

和
四
年
に
倉
敷
市
の
兼
務
神
社
に
お
い

て
、
責
任
役
員
・
総
代
が
主
体
と
な
っ
て

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
践
し
、

境
内
整
備
の
費
用
を
全
額
集
め
た
事
例
も

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
例
を
参
考
に
し
つ
つ
、

長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
神
社
護
持
の
先

例
と
し
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

小森国彦宮司による現地説明
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ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

�

令
和
七
年
一
月
二
十
九
日
・
二
月
六
日

雅
楽
鑑
賞
会

岡山市立平島小学校

考
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

空
知
太
神
社
事
件
で
は
、
市
有
地
を
無

償
で
提
供
し
続
け
て
い
た
こ
と
が
問
題
で

あ
っ
て
、
適
正
な
価
格
で
取
得
す
る
、
適

正
な
賃
料
を
支
払
っ
て
い
る
等
の
事
情
が

あ
れ
ば
、
政
教
分
離
の
原
則
に
反
す
る
と

判
断
さ
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

政
教
分
離
の
原
則
（
二
）

�

―
富
平
神
社
事
件
・
空
知
太
神
社
事
件
―

（
相
談
）

　

憲
法
に
政
教
分
離
の
原
則
に
関
す
る
規

定
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な

規
定
な
の
で
し
ょ
う
か
。

（
回
答
）

　

前
号
で
は
、津
地
鎮
祭
判
決
を
紹
介
し
、

政
教
分
離
の
原
則
に
関
す
る
最
高
裁
判
所

の
基
本
的
な
考
え
方
（
国
家
が
宗
教
と
の

関
わ
り
合
い
を
も
つ
こ
と
を
全
く
許
さ
な

い
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
相
当
と
さ
れ

る
限
度
を
超
え
な
い
限
り
で
か
か
わ
り
を

も
つ
こ
と
を
許
容
す
る
）
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
号
で
は
、
政
教
分
離
の
原
則
に
関
す

る
裁
判
例
と
し
て
、
津
地
鎮
祭
判
決
以
外

の
裁
判
例
を
紹
介
し
ま
す
。

一
、�

富
平
神
社
事
件
（
最
大
判
平
成
二
十

二
年
一
月
二
十
日
民
集
六
十
四
巻
一

号
百
二
十
八
頁
）

　

市
が
神
社
の
敷
地
と
な
っ
て
い
る
市
有

地
を
町
内
会
に
無
償
で
贈
与
し
た
こ
と
が

政
教
分
離
の
原
則
に
反
す
る
か
が
争
わ
れ

た
事
案
で
す
。

　

最
高
裁
判
所
は
、
無
償
贈
与
が
是
正
措

置
（
市
有
地
を
無
償
で
神
社
敷
地
と
し
て

の
利
用
に
供
し
て
い
る
状
態
を
解
消
す

る
）
と
し
て
行
わ
れ
た
側
面
を
指
摘
し
た

上
で
、「
本
件
譲
与
は
、
…
…
我
が
国
の

社
会
的
、
文
化
的
諸
条
件
に
照
ら
し
、
信

教
の
自
由
の
保
障
の
確
保
と
い
う
制
度
の

根
本
目
的
と
の
関
係
で
相
当
と
さ
れ
る
限

度
を
超
え
る
か
か
わ
り
合
い
を
も
た
ら
す

も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
憲
法
二
〇

条
三
項
、
八
九
条
に
違
反
す
る
も
の
で
は

な
い
」
と
判
断
し
ま
し
た
。

二
、�

空
知
太
神
社
事
件
（
最
大
判
平
成
二

十
二
年
一
月
二
十
日
民
集
六
十
四
巻

一
号
一
頁
）

　

市
が
神
社
の
敷
地
と
な
っ
て
い
る
市
有

地
を
無
償
で
使
用
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
政

教
分
離
の
原
則
に
反
す
る
か
が
争
わ
れ
た

事
案
で
す
。

　

最
高
裁
判
所
は
、
氏
子
集
団
が
祭
事
に

伴
う
建
物
使
用
の
対
価
を
町
内
会
に
支
払

う
ほ
か
に
、
本
件
神
社
物
件
の
設
置
に
通

常
必
要
と
さ
れ
る
対
価
を
何
ら
支
払
う
こ

と
な
く
、
そ
の
設
置
に
伴
う
便
益
を
享
受

し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、「
本

件
利
用
提
供
行
為
は
、
…
…
我
が
国
の
社

会
的
、
文
化
的
諸
条
件
に
照
ら
し
、
信
教

の
自
由
の
保
障
の
確
保
と
い
う
制
度
の
根

本
目
的
と
の
関
係
で
相
当
と
さ
れ
る
限
度

を
超
え
る
も
の
と
し
て
、
憲
法
八
九
条
の

禁
止
す
る
公
の
財
産
の
利
用
提
供
に
当
た

り
、
ひ
い
て
は
憲
法
二
〇
条
一
項
後
段
の

禁
止
す
る
宗
教
団
体
に
対
す
る
特
権
の
付

与
に
も
該
当
す
る
」
と
判
断
し
ま
し
た
。

三
、�
政
教
分
離
の
原
則
に
関
す
る
裁
判
所

の
考
え
方

　

裁
判
所
は
、
国
と
宗
教
と
が
か
か
わ
り

合
い
を
も
つ
こ
と
自
体
を
否
定
せ
ず
、
そ

の
か
か
わ
り
合
い
の
程
度
が
許
容
さ
れ
る

限
度
を
超
え
た
場
合
に
憲
法
に
反
す
る
と

小
林
や
す
ひ
こ
の

神
社
法
律
相
談

　
近
年
、
県
内
神
社
も
法
律
上

の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
、

弁
護
士
に
相
談
す
る
ケ
ー
ス
が

出
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
小

林
裕
彦
弁
護
士
に
岡
山
県
神
社

庁
の
顧
問
弁
護
士
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
は
小
林
弁
護
士
に
政
教

分
離
の
原
則
に
つ
い
て
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

岡山県神社庁
顧 問 弁 護 士

小
こ

�林
ばやし

�裕
や す

�彦
ひ こ

岡山市北区弓之町２番15号　弓之町シティセンタービル６階
TEL.086-225-0091　FAX.086-225-0092

小林裕彦法律事務所
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�

令
和
七
年
六
月
七
日

　

今
回
は
埼
玉
県
か
ら
の
参
加
者
も
含
め

募
集
定
員
で
あ
る
二
十
名
が
全
員
参
加
し

た
。
受
講
開
始
か
ら
時
間
が
経
つ
に
つ

れ
、
た
た
ず
ま
い
や
所
作
が
格
段
に
良
く

な
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
宮
司
の
木
山
知

香
氏
が
女
性
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
参
加
者

の
心
境
に
も
良
い
影
響
が
あ
っ
た
の
だ
と

思
う
。
こ
の
短
時
間
に
本
物
と
見
紛
う
ほ

ど
成
長
し
て
い
た
こ
と
に
驚
い
た
。

第
五
回
巫
女
体
験
研
修
　

船
川
八
幡
宮
（
新
見
市
新
見
）

て
鼎
談
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
中
で
、
日
本
人
と
自
然
と
の
共
生

に
つ
い
て
外
国
と
違
う
点
は
、
人
間
が
自

然
に
手
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
制
御
で

は
な
く
共
生
を
目
指
す
点
に
あ
る
こ
と

や
、
日
本
人
の
自
然
観
や
精
神
性
は
、
現

代
社
会
の
目
標
で
あ
る
「
持
続
可
能
な
社

会
」
を
構
築
す
る
う
え
で
、
大
切
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
感
性
で
あ
る
と
言
え

る
。
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

　

第
二
部
式
典
で
は
、
神
職
、
総
代
功
労

者
表
彰
、
初
任
用
神
職
へ
の
辞
令
交
付
な

ど
が
行
わ
れ
終
了
し
た
。

�

令
和
七
年
四
月
二
十
一
日

　

令
和
七
年
四
月
二
十
一
日
、
岡
山
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
（
岡
山
市
中
区
浜
）
に
お
い
て
、

第
六
十
二
回
岡
山
県
神
社
関
係
者
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

第
一
部
で
は
演
題「
日
本
人
の
自
然
観
」

―
持
続
可
能
な
社
会
と
は
―
と
題
し
、
ま

ず
歌
手
の
相
川
七
瀬
氏
と
三
千
年
の
未
来

会
議
理
事
長
の
中
井
徳
太
郎
氏
が
講
演
を

行
い
、
そ
の
後
、
Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送
代
表

取
締
役
専
務
取
締
役
岩
熊
正
道
氏
を
加
え

第
六
十
二
回�

岡
山
県
神
社
関
係
者
大
会

　

こ
の
事
業
を
開
催
し
た
学
校
か
ら
、
お

礼
の
手
紙
や
手
作
り
の
記
念
品
な
ど
が
届

い
て
い
る
。
神
道
教
化
だ
け
で
な
く
心
温

ま
る
交
流
も
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
嬉
し

く
思
い
魅
力
的
な
事
業
で
あ
る
と
感
じ

た
。

岡山市立幡多小学校

岡山市立曽根小学校岡山市立可知小学校
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令
和
七
年
五
月
十
五
日
、
岡
山
県
神
社

庁
に
お
い
て
、
第
二
十
一
回
神
職
教
養
研

修
会
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
ろ
う
」
〜
初

心
者
で
も
出
来
る
神
社
の
広
報
〜
が
開
催

さ
れ
、
四
十
名
ほ
ど
が
出
席
し
た
。
講
師

は
、
Ｏ
Ｃ
Ｉ
株
式
会
社
管
理
部
シ
ス
テ
ム

室
室
長
の
黒
川
正
紀
氏
を
招
き
、
参
加
者

が
そ
れ
ぞ
れ
神
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作

成
す
る
研
修
を
行
っ
た
。

　

今
回
は
数
あ
る
サ
イ
ト
の
中
で
、
Ｊ
Ｉ

Ｍ
Ｄ
Ｏ
（
ジ
ン
ド
ゥ
ー
）
と
い
う
ド
イ
ツ

生
ま
れ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
日
本
語
版
は

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
ウ
ェ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ズ
が
運
営
・
提
供
）を
使
っ
て
作
成
を
行
っ

た
。
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｄ
Ｏ
は
初
心
者
で
も
簡
単
に

使
う
こ
と
が
で
き
る
ｗ
ｅ
ｂ
上
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
成
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
無
料
プ
ラ

ン
が
あ
り
、
豊
富
な
テ
ン
プ
レ
ー
ト
の
中

か
ら
好
き
な
も
の
を
選
択
で
き
、
ア
ク
セ

ス
解
析
も
可
能
で
、
何
よ
り
「
直
感
的
な

操
作
」
で
作
成
で
き
る
の
が
最
大
の
特
徴

で
あ
る
と
感
じ
た
。

　

黒
川
先
生
が
一
通
り
説
明
さ
れ
た
後
、

参
加
者
の
一
人
に
モ
デ
ル
と
な
っ
て
も
ら

い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
に
取
り
掛
か
っ

た
。
他
の
参
加
者
も
、
そ
の
進
行
に
合
わ

せ
て
、
各
自
持
参
し
た
Ｐ
Ｃ
（
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
）
で
作
業

を
行
っ
た
。

　

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
各
項
目
の
設

問
に
、
選
択
肢
の
中
か
ら
選
ん
で
い
く
と

い
う
直
感
的
な
操
作
だ
け
で
、
大
枠
は
体

裁
を
整
え
て
く
れ
る
。
ま
ず
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
名
前
と
な
る
神
社
名
の
入
力

と
、そ
れ
に
合
わ
せ
た
画
像
を
選
択
す
る
。

次
の
項
目
と
し
て
、
例
え
ば
由
緒
、
そ
れ

に
関
す
る
画
像
、
ま
た
御
祭
神
、
そ
れ
に

関
す
る
画
像
、
と
い
っ
た
よ
う
に
選
択
し

て
い
く
。
そ
し
て
、
神
社
所
在
地
を
入
力

す
る
と
、
ア
ク
セ
ス
マ
ッ
プ
が
貼
り
付
け

ら
れ
、
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
も
サ
ッ
と

で
き
て
く
れ
る
の
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に

神
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
完
成
！
と
い
う

運
び
に
な
る
。
文
章
や
画
像
な
ど
を
あ
ら

か
じ
め
準
備
し
て
お
け
ば
、
完
成
ま
で
の

所
要
時
間
は
一
時
間
半
程
度
だ
っ
た
。
最

初
か
ら
細
か
く
作
成
し
て
い
く
の
で
は
な

く
、
後
で
修
正
も
可
能
な
の
で
、
ま
ず
は

大
項
目
の
み
を
作
成
し
て
い
く
の
が
素
早

く
簡
単
に
作
成
す
る
コ
ツ
か
と
思
う
。
公

開
・
非
公
開
も
選
択
で
き
る
の
で
、
修
正

途
中
は
非
公
開
に
し
て
お
け
ば
良
い
と
思

う
。

　

昨
今
、
何
を
す
る
に
し
て
も
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
で
情
報
を
検
索
す
る
時
代
で
あ

る
。
神
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
無
い
と
い

う
の
は
、
例
え
る
な
ら
ば
看
板
の
無
い
会

社
の
よ
う
な
も
の
だ
。簡
単
な
内
容
で
も
、

有
る
の
と
無
い
の
と
で
は
雲
泥
の
差
で
あ

る
。
ま
ず
は
入
門
編
と
し
て
、
他
の
サ
イ

ト
を
通
じ
て
で
も
結
構
な
の
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
作
成
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ

う
か
。

　

最
後
に
一
点
注
意
事
項
と
し
て
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
さ
れ
、
問
い
合
わ
せ

フ
ォ
ー
ム
を
設
け
た
際
は
、
そ
の
フ
ォ

ロ
ー
を
し
っ
か
り
と
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
る
。
問
い
合
わ
せ
の
内
容
を
確
認
し

て
い
な
い
こ
と
に
な
れ
ば
信
用
を
落
と
し

逆
効
果
に
な
る
の
で
、
気
を
付
け
て
ほ
し

い
。

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
ろ
う
」

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
ろ
う
」

  

〜
初
心
者
で
も
出
来
る
神
社
の
広
報
〜

〜
初
心
者
で
も
出
来
る
神
社
の
広
報
〜

教
化
委
員
会　

広
報
部
会　

粟　

井　

洋　

充

教
化
委
員
会　

広
報
部
会　

粟　

井　

洋　

充

神
社
庁
研
修
会
報
告

第
二
十
一
回
神
職
教
養
研
修
会



神

職

任

免

▲

就
任
発
令
の
部
▲

年 

月 
日

鎮
　
座
　
地

神 

社 

名

本 

務 

職

氏
　
名

7
・
1
・
1

玉
野
市
番
田

亀
山
八
幡
宮

禰
宜

尾
﨑　

友
香

7
・
1
・
23

備
前
市
日
生
町
日
生

春
日
神
社

禰
宜

財
津　

祥
子

7
・
1
・
25

真
庭
市
台
金
屋

大
宮
神
社

禰
宜

森
本　

瑞
葉

7
・
2
・
17

真
庭
市
若
代

八
幡
神
社

宮
司

上
田　

敬
介

7
・
2
・
20

美
作
市
土
居

土
居
神
社

禰
宜

松
原　

安
穂

7
・
3
・
6

倉
敷
市
下
津
井

祇
園
神
社

宮
司

赤
星
あ
か
り

7
・
3
・
6

瀬
戸
内
市
長
船
町
東
須
恵

美
和
神
社

宮
司

池
畑　

和
史

7
・
3
・
18

岡
山
市
東
区
中
尾

熱
田
八
幡
宮

禰
宜

三
宅　

知
範

7
・
4
・
1

総
社
市
福
谷

姫
社
神
社

宮
司

小
橋　

道
典

7
・
4
・
1

岡
山
市
北
区
吉
備
津

吉
備
津
神
社

権
禰
宜

太
田　

裕
基

7
・
5
・
1

笠
岡
市
笠
岡

稲
荷
神
社

禰
宜

江
本　

武
宣

7
・
5
・
1

新
見
市
哲
多
町
矢
戸

八
幡
神
社

宮
司

長
江　

忠
彦

7
・
5
・
1

新
見
市
哲
多
町
老
栄

天
満
神
社

宮
司

長
江　

俊
忠

7
・
6
・
6

倉
敷
市
児
島
下
の
町

鴻
八
幡
宮

宮
司

河
本　

昌
樹

▲

退
任
発
令
の
部
▲

年 

月 

日

鎮
　
座
　
地

神 

社 

名

本 

務 

職

氏
　
名

6
・
12
・
10

真
庭
市
宮
地

天
神
社

宮
司

柴
床　

博
仁

7
・
2
・
6

倉
敷
市
玉
島
乙
島

戸
島
神
社

権
禰
宜

桑
野　

孝
子

7
・
2
・
16

真
庭
市
若
代

八
幡
神
社

禰
宜

上
田　

敬
介

7
・
2
・
19

美
作
市
江
見

江
見
神
社

禰
宜

松
原　

安
穂

7
・
3
・
5

備
前
市
佐
山

殿
上
西
神
社

宮
司

矢
野　

浩
子

年 

月 

日

鎮
　
座
　
地

神 

社 

名

本 

務 

職

氏
　
名

7
・
3
・
5

瀬
戸
内
市
長
船
町
東
須
恵

美
和
神
社

禰
宜

池
畑　

和
史

7
・
3
・
5

倉
敷
市
下
津
井

祇
園
神
社

宮
司

赤
星　

光
紀

7
・
3
・
5

倉
敷
市
下
津
井

祇
園
神
社

権
禰
宜

赤
星
あ
か
り

7
・
3
・
15

久
米
郡
美
咲
町
江
与
味

八
幡
宮

禰
宜

杉
田　

節
子

7
・
3
・
31

倉
敷
市
真
備
町
岡
田

東
薗
神
社

宮
司

小
橋　

道
典

7
・
3
・
31

倉
敷
市
本
町

阿
智
神
社

権
禰
宜

横
山　
　

亮

7
・
3
・
31

倉
敷
市
本
町

阿
智
神
社

権
禰
宜

渡
邊
は
づ
き

7
・
4
・
30

新
見
市
哲
多
町
矢
戸

八
幡
神
社

宮
司

長
江　

俊
忠

7
・
4
・
30

新
見
市
哲
多
町
矢
戸

八
幡
神
社

禰
宜

長
江　

忠
彦

7
・
5
・
12

小
田
郡
矢
掛
町
矢
掛

矢
掛
神
社

宮
司

鳥
越　

充
久

7
・
6
・
5

倉
敷
市
児
島
下
の
町

鴻
八
幡
宮

宮
司

河
本　

貞
紀

7
・
6
・
5

倉
敷
市
児
島
下
の
町

鴻
八
幡
宮

禰
宜

河
本　

昌
樹

7
・
6
・
23

高
梁
市
備
中
町

八
幡
神
社

権
禰
宜

西
江　

喜
代

7
・
6
・
27

津
山
市
下
田
邑

田
神
社

禰
宜

杉
山　

正
彦

神

職

帰

幽

年 

月 

日

鎮
　
座
　
地

神 

社 

名

本
務
職

氏
　
名

現
身
分

享
年

7
・
2
・
20

真
庭
市
台
金
屋

大
宮
神
社

宮
司

森
本　

茂
樹

三
級

55
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閉
庁
の

お
知
ら
せ

令
和
七
年
八
月
十
五
日

令
和
七
年
十
一
月
六
日
～
七
日
（
中
国
地
区
神
社
庁
職
員
研
修
）

令
和
七
年
十
二
月
二
十
九
日
～
令
和
八
年
一
月
四
日
（
年
末
年
始
）
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庁
報
第
一
三
九
号
を
発
行
す
る
に
当
た
り
、
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ

た
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
号
十
か
ら
十
一
頁
に
掲
載
し
ま
し
た
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た
神
社
の
募
財
活
動
事
例
」
で
す
が
、
前
号
か
ら

掲
載
が
延
期
に
な
っ
た
た
め
、
そ
の
間
に
「
渡
殿
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
写
真
の
み
と
な
り

ま
す
が
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
前
広
報
部
会
が
担
当

い
た
し
ま
す
庁
報
も
本
号

で
最
後
と
な
り
ま
す
。
三

年
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

�

前
広
報
部
員
一
同

庁　　務　　日　　誌　　抄庁　　務　　日　　誌　　抄

令和６年12月１日～令和７年６月30日

12月
２日 月次祭／女子神職会／事業部会
３日 広報部会
11日 神青協創立75周年奉告祭
16日 祭儀部会
17日 教化委員会役員会
26日 神青協三役会

１月
６日 新年祭
24日 事業部会（曽根小学校他）
27日 神青協役員会
28日 身分選考表彰委員会／役員会／事業部会（護國神社他）
29日 事業部会
30日 祭祀舞部会

２月
３日 月次祭
４日 総務委員会
５日 研修企画室会議
６日 敬神婦人会監査会及び役員会
12日 神政連岡山県本部選挙対策委員会
13日 浦安の舞研修会
17日 女子神職会／神宮奉賛部会／事業部会
19日 育成部会
21日 神殿祭習礼
25日 神道行法部会

３月
３日 月次祭
４日 浦安の舞研修会
７日 神政連講演会及び懇親会
10日 広報部会
11日 祭儀部会
12日 神殿祭／臨時協議員会
25日 祭式研修会
26日 身分選考表彰委員会／神青協三役会
28日 女子神職会
31日 神宮奉賛部会

４月
１日 月次祭
２日 役員会／岡山県神社関係者大会企画委員会
３日 神青協役員会
８日 伊勢神宮崇敬会岡山県本部監査会及び役員会評議員会
10日 神楽部監査会及び役員会
14日 岡山県敬神婦人連合会総会／祭祀舞部会
15日 神青協総会
16日 女子神職会
17日 祭祀委員会役員会
21日 岡山県神社関係者大会
22日 教化委員会役員会
23日 祭儀部会
28日 事業部会（船川八幡宮）
30日 雅楽部会

５月
１日 月次祭
７日 育成部会
14日 神青協三役会
15日 神職教養研修会「HPを作ろう」
16日 財務委員会
19日 祭祀舞部会
21日 神青協三役会
22日 祭儀部会
26日 雅楽研修会
28日 役員会／身分選考表彰委員会
29日 支部長懇話会（邑久上道西大寺支部）１日目
30日 支部長懇話会（邑久上道西大寺支部）２日目

６月
２日 月次祭
３日 女子神職会
５日 神宮奉賛部会（吉備津彦神社）
６日 事業部会（船川八幡宮）
９日 祭祀舞部会
14日 初任神職研修会　１日目
15日 初任神職研修会　２日目
16日 教育関係神職協議会
21日 初任神職研修会　３日目
22日 初任神職研修会　４日目
23日 神道行法部会
24日 協議員会／岡山県神社関係者大会企画委員会
25日 祭式研修会／育成部会
26日 広報部会


